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図 Ⅲ-９ ＧＭＯに対 する学 校 教 員 のイメージ． 

 

 

 

図 Ⅲ-１０ ＧＭＯに対 する国 民 意 識 の国 際 比 較 ． 
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Ⅳ．官 民 が協 働 で取 組 むべき最 重 点 課 題  

 

ＢＴ戦 略 推 進 官 民 会 議 においては、豊 かで活 力 ある日 本 を創 るため、１１項 目 から

なる新 たなＢＴ戦 略 （ドリームＢＴジャパン）を策 定 し、官 民 の総 力 を挙 げて取 組 んで行 く

こととしている。 

その中 でも、とりわけ取 組 みの必 要 性 が高 く、官 民 が協 働 で取 組 むべき課 題 は、バ

イオテクノロジーに関 する教 育 や国 民 理 解 の促 進 である。 

そのため、ＢＴ戦 略 推 進 官 民 会 議 として、「国 民 理 解 推 進 作 業 部 会 」を設 け、ＢＴの

社 会 での活 用 の基 礎 となるバイオテクノロジーについての教 育 や国 民 理 解 を促 進 し、

同 時 に、「フォローアップ作 業 部 会 」を設 け、「ドリームBTジャパン」の１１項 目 の着 実 な

実 行 をフォローアップすることにより、活 力 ある社 会 を創 造 して行 くことに取 り組 んで行

く。 

 

○ ２００９年 夏 、ここ日 本 で生 物 学 オリンピックが開 催 される。これは、世 界 中 から未 来

を担 う高 校 生 が集 い、生 物 学 の知 識 、理 解 、思 考 を競 うものである。２００７年 は、

参 加 ４９カ国 中 １７位 注 ４ ）であった。上 位 10%の選 手 に与 えられる金 メダルは、これま

でのところ我 が国 では一 人 も獲 得 していない。まずは、これからの日 本 を背 負 って行

く中 高 校 生 が、こうした大 会 において優 れた成 果 を示 し、将 来 、世 界 をリードし得 る

人 材 として育 つよう、日 本 におけるバイオ教 育 の基 盤 強 化 を官 民 が協 働 で取 組 んで

行 くべきである。 

○ また、新 しく研 究 開 発 されたバイオテクノロジーの成 果 を、円 滑 に社 会 に定 着 させて

行 くためには、その技 術 に関 する国 民 の理 解 を得 ることが必 須 である。そのために、

国 民 が手 軽 に接 することができるTV メディアやインターネットメディアを活 用 して、そ

のような技 術 情 報 を分 かりやすく発 信 し、国 民 の理 解 の増 進 を図 っていくことも有 用

と考 えられ、官 民 が協 働 で取 組 んで行 くことが求 められる。 

○ したがって、BT戦 略 推 進 官 民 会 議 としては、産 学 官 からなる「国 民 理 解 推 進 作 業

部 会 」を設 け、バイオテクノロジーに関 する教 育 や国 民 理 解 を促 進 するとともに、「フ

ォローアップ作 業 部 会 」を設 け、「ドリームＢＴジャパン」の１１項 目 の着 実 な実 施 をフ

ォローアップすることにより、活 力 ある社 会 を創 造 して行 く。 

 

注 ４）第 20回 国 際 生 物 学 オリンピックつくば2009趣 意 書   

国 際 生 物 学 オリンピック2009組 織 委 員 会  

 



 

  20
 

「ＢＴ戦 略 推 進 官 民 会 議 」の開 催 について 

 

 

        平 成 ２０年 ３月 １４日  

    内 閣 府 特 命 担 当 大 臣 （科 学 技 術 政 策 ）決 裁  

 

 

１． 趣 旨  

バイオテクノロジー（ＢＴ）の目 覚 ましい成 果 を実 用 化 ・産 業 化 し、国 民 生 活 の向 上 と

産 業 競 争 力 の強 化 を図 るために平 成 １４年 に策 定 された BT 戦 略 大 綱 の取 組 や大 綱

策 定 以 降 の状 況 を総 括 し、遺 伝 子 組 換 え技 術 やバイオマスの活 用 といった大 綱 策 定

以 降 の状 況 の変 化 に対 応 すべき課 題 を整 理 し、ＢＴを一 層 推 進 していくための重 点 課

題 をとりまとめ、その進 捗 状 況 を確 認 するため、「ＢＴ戦 略 推 進 官 民 会 議 」（以 下 「会

議 」という。）を開 催 する。 

 

 

２．開 催  

（１）会 議 は、内 閣 府 特 命 担 当 大 臣 （科 学 技 術 政 策 ）、文 部 科 学 大 臣 、厚 生 労 働 大 臣 、

農 林 水 産 大 臣 、経 済 産 業 大 臣 及 び環 境 大 臣 並 びに別 紙 に掲 げる有 識 者 により

構 成 し、内 閣 府 特 命 担 当 大 臣 （科 学 技 術 政 策 ）が開 催 する。  

 

（２）内 閣 府 特 命 担 当 大 臣 （科 学 技 術 政 策 ）は、有 識 者 の中 から会 議 の座 長 を依 頼 す

る。 

 

（３）会 議 は、必 要 に応 じ、関 係 者 の出 席 を求 めることができる。 

 

 

３．その他  

  会 議 の庶 務 は、関 係 行 政 機 関 の協 力 を得 て、内 閣 府 において処 理 する。 
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「ＢＴ戦 略 推 進 官 民 会 議 」メンバー 

【閣 僚 】 

岸 田  文 雄    科 学 技 術 政 策 担 当 大 臣 （第 １回 、第 ２回 ） 

野 田  聖 子  科 学 技 術 政 策 担 当 大 臣 （第 ３回 ） 

渡 海  紀 三 朗  文 部 科 学 大 臣 （第 １回 、第 ２回 ） 

塩 谷  立  文 部 科 学 大 臣 （第 ３回 ） 

舛 添  要 一   厚 生 労 働 大 臣 （第 １回 ～第 ３回 ） 

若 林  正 俊   農 林 水 産 大 臣 （第 １回 、第 ２回 ） 

石 破  茂  農 林 水 産 大 臣 （第 ３回 ） 

甘 利  明   経 済 産 業 大 臣 （第 １回 、第 ２回 ） 

二 階  俊 博  経 済 産 業 大 臣 （第 ３回 ） 

鴨 下  一 郎   環 境 大 臣 （第 １回 、第 ２回 ） 

斉 藤  鉄 夫  環 境 大 臣 （第 ３回 ） 

 

【有 識 者 】 

青 木  初 夫   元 日 本 製 薬 工 業 協 会 会 長 、アステラス製 薬 ㈱相 談 役  

歌 田  勝 弘   日 本 バイオ産 業 人 会 議 世 話 人 代 表  

大 石  道 夫   （財 ）かずさＤＮＡ研 究 所 理 事 長  

大 島  美 恵 子  ＮＰＯ法 人  くらしとバイオプラザ２１会 長  

北 里  一 郎   食 品 産 業 中 央 協 議 会 顧 問 、（財 ）バイオインダストリー協 会 理 事 長  

北 野  大   明 治 大 学 理 工 学 部  教 授  

小 島  信 明   三 菱 商 事 （株 ）執 行 役 員  新 エネルギー・環 境 事 業 本 部 長  

篠 崎  一 雄   （独 ）理 化 学 研 究 所 植 物 科 学 研 究 センター センター長  

長 岡  貞 男   一 橋 大 学 イノベーション研 究 センター 教 授  

中 村  道 治   経 団 連 産 業 技 術 委 員 会 重 点 化 戦 略 部 会 長 、（株 ）日 立 製 作 所 取 締 役  

永 山  治   中 外 製 薬 （株 ）代 表 取 締 役 社 長  

西 島  正 弘   国 立 医 薬 品 食 品 衛 生 研 究 所 所 長  

林  裕 造   （財 ）日 本 健 康 ・栄 養 食 品 協 会 理 事 長  

平 田  正   （社）バイオ産業情報化コンソーシアム副会長、協和発酵キリン（株）相談役 

古 谷  由 紀 子  （社 )日 本 消 費 生 活 アドバイザー・コンサルタント協 会 常 任 理 事  

堀 江  武   （独 ）農 業 ・食 品 産 業 技 術 総 合 研 究 機 構 理 事 長  

本 庶  佑   総 合 科 学 技 術 会 議 議 員  

和 地  孝   日 本 医 療 機 器 産 業 連 合 会 会 長 、テルモ（株 ）代 表 取 締 役 会 長  
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「ＢＴ戦 略 推 進 官 民 会 議 」の開 催 状 況  

 

第 １回 会 議  

平 成 ２０年 ３月 １７日 （月 ） 

・ＢＴ戦 略 大 綱 の総 括  

・ＢＴ戦 略 推 進 官 民 会 議 における検 討 項 目 について 

・座 長 に本 庶 佑 委 員 を指 名  

 

第 ２回 会 議  

平 成 ２０年 ６月 ２６日 （木 ） 

・ドリームＢＴジャパン中 間 取 りまとめ案 について 

 

第 ３回 会 議  

平 成 ２０年 １２月 １１日 （木 ） 

・ドリームＢＴジャパン最 終 案 について 

 

ＢＴ戦 略 推 進 官 民 会 議 「作 業 部 会 」の開 催 状 況  

平 成 ２０年  

 ４月  ３日  第 １回  ＢＴ戦 略 大 綱 の取 組 及 び大 綱 策 定 以 降 の状 況 について 

 ４月 １７日  第 ２回  今 後 、重 点 的 に取 り組 むべき課 題 の抽 出 について 

 ５月  １日  第 ３回  論 点 の整 理  

 ５月 １５日  第 ４回  ＢＴ戦 略 推 進 官 民 会 議 中 間 報 告 について 

 ５月 ２９日  第 ５回  ＢＴ戦 略 推 進 官 民 会 議 中 間 報 告 について 

 ９月 ３０日  第 ６回  「ドリームＢＴジャパン」の最 終 取 りまとめまでの作 業 について 

１０月 ２８日  第 ７回  「ドリームＢＴジャパン」最 終 とりまとめに追 加 すべき項 目 について 

１１月 ２６日  第 ８回  「ドリームＢＴジャパン」最 終 とりまとめについて 

 

各 府 省 担 当 窓 口  

府     省  窓     口  連 絡 先 （代 表 電 話 ） 

内閣府 総合科学技術会議事務局 ライフサイエンス担 当  03-5253-2111 

文 部 科 学 省  研 究 振 興 局 ライフサイエンス課  03-5253-4111 

厚 生 労 働 省  大 臣 官 房 厚 生 科 学 課  03-5253-1111 

農 林 水 産 省  農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局 技 術 政 策 課 企 画 班 、調 整 班  03-3502-8111 

経 済 産 業 省  製 造 産 業 局 生 物 化 学 産 業 課  03-3501-1511 

環 境 省  総 合 環 境 政 策 局 総 務 課 環 境 研 究 技 術 室  03-3581-3351 

 




